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初夏の太陽のもとで、大会実行委員長冨田和信

氏の発声で、スローガン斉唱され会場に反響して

更に、大会を盛り上げました。

プログラムの内容も工夫され、フライングディ

スクやビーンバック投げなど、記録を残す競技を

午前中に行い、個人・団体（玉入れ）などは比較

的観客の多い午後に行いました。

アトラクションには、スターキッズバトンクラ

ブの皆さんが熱演を披露してくれました。殊に、

アトラクションに出演する子供たちの家族や友人

の応援が多く、二階右側の観客席が一時的に一杯

になった事は印象に残りました。 （しのだ）

◇参加者の一言

＊雨上がりの朝で湿気が高く天候がどうなるか心

配でしたが、カラリと晴れたスポーツ日和とな

りました。

＊毎年この大会スローガンを聞く度に思い出すの

は、日章小学校の校庭を借りて、障害者の体育

大会をしたことを思い出すのです。「風かおる

大地に集う今日の日が」･･･イャー思い出します

ネ、でも、室内の大会にふさわしいスローガン

を募集しなければ･･･ネ。

＊障害者のためにプログラムされた競技内容とは

いえ、結構難しい競技も多く、私もビーンバッ

ク投げに挑戦しましたが、思ったよりも飛ばず、

投げ方のコツのようなものをつかむ前に競技が

終わってしまいました。他の競技も同様で、カ

ンタンに出来そうなものでもやってみると意外

に難しいと感想をもらしていました。それでも

皆さんそれぞれの競技の結果で満足した様子で

した。

「障連協のうごき」 (平成１７年７月～１２月)

Ｎｏ 写真の内容紹介

１ 真剣に狙ってフライングディスク

２ スターキッズバトンクラブの可愛い皆さん

３ 力いっぱい！玉入れ

４ けっこう難しいぞぉ～！スラロームリレー

風かおる大地に集う今日の日が
ぬくもりかよう豊かな街に

育てて行こう福祉の輪

平成１７年度
旭川市障害者スポーツフェスタ

と き：平成１７年７月３１日(日)午前９時３０分
ところ：旭川市大雪アリーナ(旭川市神楽４条７丁目)
主 催：旭川市

旭川市障害者スポーツフェスタ実行委員会
事業実施者：ＮＰＯ法人旭川障害者連絡協議会

■障害者スポーツフェスタ
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３

大会スローガン

４
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平成１７年度旭川市の障害者球技大会が障害者

福祉センター『おぴった』で平成１７年１１月２

０日に開催されました。以前の球技大会は、卓球

に限られていましたが、今年の大会は卓球・ボッ

チャ・フライングディスク等の種目で競いました。

中でもボッチャの人気は格別で３人１チームの３

１チームで参加して激しい鍔ぜり合いが見られま
つば

した。

平成１７年度
旭川市障害者球技大会

と き：平成１７年１１月２０日(日)午前１０時
ところ：旭川市障害者福祉センター｢おぴった｣

(旭川市宮前東4155番地30)
主 催：旭川市障害者球技大会実行委員会

Ｎｏ 写真の内容紹介

１ 人気競技のボッチャ

２ 毎年恒例種目の卓球

３ 集中力で狙うフライングディスク

■球技大会

■卓球 上肢体幹の部

優 勝 ………… 脇坂 明弘

準 優 勝 ………… 朝野 司郎

３ 位 ………… 該当者無し

■卓球 弱視の部

優 勝 ………… 川村 剛秀

準 優 勝 ………… 三浦 秀人

３ 位 ………… 該当者無し

■卓球 聴覚・知的の部

優 勝 ………… 吉田 英子

準 優 勝 ………… 川村 健二

３ 位 ………… 池田 博道

■卓球 下肢体幹の部

優 勝 ………… 中野 末治

準 優 勝 ………… 川尻 朝雄

３ 位 ………… 桐越 好

■卓球 オープン戦

優 勝 ………… 中野 末治

準 優 勝 ………… 川尻 朝雄

３ 位 ………… 池田 博道

■フライングディスクの部

優 勝 ………… 藤井 のぼる

準 優 勝 ………… 小坂 良成

３ 位 ………… 矢野 春子

■ボッチャの部（３人１チーム編成による）

優 勝 ……
旭川美景園チーム

小山武・清野恭弘・今野喜志夫

準 優 勝 ……
旭川美景園チーム

佐野明・藤田典正・上野滋

３ 位 ……
旭川リハビリ友の会チーム

河内昭・篠田良雄・大平敏幸

３ 位 ……
旭川身障者肢体協会チーム

工藤佳代子・小林敬子・藤野敏枝

旭川障害者球技大会競技結果
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旭川市主催の平成１７年度「旭川市障害者週間

記念事業」が１２月２日(金)、３日(土)にかけて

旭川市障害者週間記念事業実行委員会により行わ

れました。雪の降る中、２日は「おぴった」周辺

の商業施設や公共施設前で街頭啓発用のチラシ約

１７００枚が配布されました。３日の記念事業は

午前１０時より午後５時まで「おぴった」体育館

で行われ、参加者は３００名を越えました。午前

中は映画「機関車先生」の上映、午後１時からは

「障害者自立支援法－社会保障はこう変わる」を

テーマにシンポジウムが開催されました。

基調報告はＮＰＯ法人ＤＰＩ日本会議副議長

（ＤＰＩ北海道ブロック会議議長）の西村正樹氏

で、９０ページにおよぶ資料にそって「障害保健

福祉施策の現状」「障害福祉サービスの利用者負

担の見直し」「障害者施策と介護保険との関係」

「当事者から見た障害者自立支援法の課題」など

が話されました。特にこの法の問題点として市町

村審査会のありかた、要介護認定を基にしたサー

ビス尺度、自立支援給付の義務的経費の上限、低

所得者からも１０％の負担（応益負担）、扶養義

務の強化、障害者自立支援法では障害者の権利は

守られないなどがある、「今後の市町村の障害者

福祉計画にこれらに対する我々の意見を反映し、

共同の運動を強化していこう」と力強く結ばれま

した。

続いてのシンポジウムは提言者に山平久雄氏

（医療の立場から/道北勤医協一条ケアーセンター

ディサービス所長）、稲垣則子氏（運営の立場か

ら/障害者地域共同作業所「バリアフリー」代表）、

林優子氏（利用者の立場から/あかしあなかまの

自治会会長）、長谷川優司氏（行政の立場から/

旭川市保健福祉部障害福祉課課長）、の４氏が着

席され、助言者は高田哲氏（市立名寄短大教授）

で、担当のゼミをさておいての出席でした。はじ

めに林氏から「１０月３１日に成立した障害者自

立支援法は、全国で慎重に審議をしてほしいとい

う声が沸き起こっているにもかかわらず強行採決

され、とても残念です。最近『障害者だからなん

でも無料ではなく、社会の一員として支払うべき』

という意見を聞きますが今の実態では無理です。

払いたくないのではなく、払えないのです。なぜ

応能負担ではないのでしょう」。障害者作業所を

運営している稲垣則子氏は「利用者が利用料を支

払って通所できるのでしょうか。一般の働く人た

ちは職場に利用料を納めていますか。もし利用者

が通所できなくなったとき、利用者のいない施設・

平成17年度障害者週間記念事業
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作業所はどうなるのでしょう。今後旭川市にもこ

の現状ご理解いただき、利用者に重い負担をかけ

ることだけは避け、生きるための権利と自由をい

ただきたい」。また医療の立場から山平久雄氏は

「社会保障基礎改革の本質は何か。今後国の社会

保障費用は削減され、国民の負担が増える。介護

保険制度はそれら改悪されていく社会保障制度全

体を引っぱって行くフロントランナー＝トップ集

団。１０月からの食費・居住費自費化にともなっ

て世帯分離の相談が増えているが慎重に対応。応

能から応益負担に変わってきたが障害者や低所得

者の生活を守れるのか」など厳しい深刻な現状に

ついての提言が続きました。最後に旭川市から長

谷川優司氏（旭川市保健福祉部障害福祉課課長）

が「旭川市の支援費制度の実施状況」、「障害者

自立支援法の行政の当面の対応（１．公平、公正

な介護サービスにかかわる審査会の設備、認定調

査、２．制度についての通知、３．障害福祉計画

の策定、４．地域生活支援事業に対する旭川市の

方針）」などが提言されました。助言者の高田哲

氏からも４人の方々の提言へのまとめと感想が述

べられた後、－障害者「自立支援」法をめぐって

考えたこと－とサブタイトルがついた「障害を持

つ人の権利を発展させるために」のテーマで約４

０分間ほど小講演していただきました。「障害と

は何か」、「今日の社会を考える－新自由主義に

ついてなど」「基礎構造改革路線と障害者『自立

支援』法」、「今後の運動の視点として」などわ

かりやすく話され参加者は熱心に聞き入っていま

した。

今回のシンポジウムにあたり６人の方々の提言

や講演資料を２５０部作成し、受付で配布しまし

たが５０部以上不足し、今後入手したいとの要請

があいついで寄せられました。このことは当日も

激しい雪降りであったにもかかわらず３００名を

越える参加があったことと合わせて障害者自立支

援法への関心の高さが伺えます。

また共同作業所作品展示即売は３日当日体育館

内で、１１月２５日から１２月２日までは「おぴっ

た」１階ロビーで行われました。

講演資料は増刷し、障連協事務局に置いてあ

りますので、ご希望の方はご連絡下さい。

（ＴＥＬ ３１－２２２６）
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ＮＰＯ法人 旭川障害者連絡協議会

仲間の快挙に拍手！おめでとうございます！

平成１７年度は全国から瀧田会長他４氏が受

賞されました。受賞者は旧国鉄に勤務中に重傷

を負ったり過労で視界(力)を絶たれるなどのハ

ンディを乗り越えて社会復帰し、地域の福祉活

動などに貢献して来た事が高く評価されての受

賞で有ります。

表彰式は東京麹町の弘済会館で行われ、瀧田

氏は夫人同伴で出席しました。ご来賓としては

国土交通省、厚生労働省、ＪＲ各社鉄道弘済会

の関係者などが出席され、同協会の小坂一郎理

事長から一人ひとり賞状が手渡されました。

受賞者のみなさんはそれぞれの地域勤務先で

立派に仕事をされ、地域においても障害者の模

範として活躍されて来た権威の有る身障者の仲

間で「核となってバリアーのない社会の実現に

一層の力になって下さい」と言う言葉が小坂理

事長より有りました。

平成１７年１０月１９日に旭川視力障害者福祉協議会会長 瀧田幸明氏が

第５６回身障者「下山賞」を受賞されました。

瀧田幸明氏 第５６回 身障者下山賞受賞!!

■ 旭川視力障害者福祉協会 会 長 瀧田 幸明
旭川市東光１５条４丁目3-4

ＴＥＬ/ＦＡＸ ５４－７１３７
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２００５年も余す処１ヶ月余となり、当協会と

して去る５月１５日に行われた通常総会において

決議された事業計画に従い役職員一丸となってそ

の遂行を行っており、多くの会員皆様及び関係各

位のご協力の賜と深く感謝と御礼を申し上げます。

当協会の障連協にゅーす７月１０日発行以降の

行事の経過等をご報告させていただきます。

①７月９日１０日開催の第４３回全道障害者スポー

ツ大会が室蘭市他西胆振管内８市町村で行われ

当協会参加選手は素晴らしい好成績を修められ

ました。下記の通りです。

②平成１７年度障害者社会参加総合維持事業（生

活訓練事業）

８月７日(日)おぴった会議室１において開催

１７０名の参加をいただきました。

イ．一般講演

骨と関節の健康について

高桑整形外科永山クリニック 院長先生

ロ．シップの貼り方教室

久光製薬(株)の方より

ハ．基調講演

「生きる心について」著者 山田伽心先生

以上の方々のご講演をいただき 非常に有意

義に終了させていただきました。参加者及び関

係者の皆様に厚くお礼を申しあげます。

③協会の年中行事であります、研修旅行を９月１

８日実施致し北竜町のサンフラワーパークホテ

ルを会場にして会員１１４名の参加をいただき

盛会に又楽しい一日を過ごし交流を深めて参り

ました。

④最後に第５４回全道身体障害者福祉大会が美唄

市において１０月２２日～２３日の両日にわた

り開催され全道より７８０余名の参加により第

１日目は全体会議・分科会・２日目は全体会議

式典・表彰式を行い北海道知事及び多くの来賓

の出席をいただき提出議題・大会宣言(案)決議

(案)を万場の一致をもって承認され明年の次期

開催地登別市長代理による挨拶により大会を終

了いたしました。

当協会より４０名の会員の参加をいただき、式典

に続き表彰式において北身協協会長表彰３名が受

賞されました。

自立更正 平瀬 涼子

援護功労 藤井 卯太郎

援護功労 川尻 朝雄 以上３名

以上をもって（社）旭川身体障害者福祉協会の

行事の経過をお知らせいたします。

■８月４日「花火を観る会」

８月４日、午後６時３０分から事務所の屋上に

て「道新花火大会」を観る会を開催、心配され

た天候も夕方には晴れ渡り、４０名ほどの参加

者で盛り上がりました。今年は近くの街路樹の

木が剪定され、見やすくなった花火に歓声を上

げ、生ビールが一際美味しさを増した花火大会

でした。

■８月６日・７日「難病患者・障害者と家族の全

道集会」

「最後まであきらめない！」をスローガンに、

難病患者・障害者といっしょに日本ハムファイ

ターズを応援する１０００人集会が「全体集会」

◆ 財団法人北海道難病連旭川支部
支部長 工藤 フサ

旭川市５条通５丁目１６９０－１
ＴＥＬ･ＦＡＸ ２４－７６９０

◆ (社)旭川身体障害者福祉協会
会 長 荒川 繁雄

旭川市宮前通東４１１５番地３０
ＴＥＬ／ＦＡＸ ３４－６０９９

陸上競技

１位 加藤 弘

１位 藤井 光儀

１位 棟方 勲

１位 佐野 明

水 泳

１位 由井 敏道

１位 芳野 輝政

個人戦

１位 加藤 健二

３位 大田 順子サウンド・テーブルテニス(STT)

１位 池田 康男

２位 加藤智津子

フロアーバレーボール

３位 （団体戦）

卓 球

１位 芳野 博子

ボーリング

１位 保坂 昌徳
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という今までにない形の全道集会。全道各地か

ら札幌ドームに集まった難病患者・障害者と家

族、ボランティアを含め８５０名余りの大応援

団。旭川からは、私設応援団「勝手連覇夢讃道」
ハ ム サ ン ド ウ

の２０数名の皆さんのサポートを受けながら１

００名程の参加者が有りました。残念ながら、

日本ハムは負けましたが、最後の最後まであき

らめないプレーに勇気と感動をもらった１日と

成りました。

■機関紙「なんれんあさひかわ」の発行

７月１０日発行／６３号、１１月１０日発行／

６４号を各２３００部発行、会員・家族、関係

機関団体・個人の皆様に発送致しました。

■１２月１８日「第１９回チャリティークリスマ

スパーティー」の開催

２６０名以上の難病患者・障害者と家族及び一

般参加者がパレスホテルに集合、スイングメッ

センジャーズオーケストラの演奏やダンスタイ

ム、お楽しみ抽選会などを楽しまれました。毎

年多くの企業や病院、商店や個人の皆様からご

協賛頂き、日頃外出機会の少ない難病患者・障

害者にとって楽しみにされている私どもの最大

のイベントです。

第５回 障害者医療講演会

「現代人のギャンブル依存症について」を終えて

１１月２０日(日)大雪クリスタルホール・大会

議室にて開催した「現代人のギャンブル依存症に

ついて」の講演会を無事終える事が出来ました。

昨年の「現代人のうつ病について」に続き、ギャ

ンブル依存症というまさに現代病とも云える大変

に重い、重要なテーマを選び、準備段階から役員

一同身が引き締まる思いがしました。こんな難し

いテーマの講演を聞きに来てくれる人がいるのか

開演するまで不安で一杯でしたが、新聞やＮＨＫ

でとり上げていただき、また医療関係者が患者さ

んに直接勧めて下さったりして、１３０名を超す

市民の方々が参加してくれました。

講師の北海道立精神保健福祉センター所長・田

辺等先生の話しは、とてもていねいで解りやすく、

「依存症」とは何かを知る事が出来ました。ギャ

ンブルによって出来てしまった借金（合併症）を

家族が何とか返したとしても、依存症が治ったわ

けではないので、また同じ事をくりかえしてしま

う。ギャンブル依存症とは病気なんだと、まずは

本人が自覚をし、生き方を自ら変えて行かなけれ

ばならない。グループカウンセリング等を通して、

自分を語り仲間の声を聞き自ら回復してゆく事が

治療の始まりという事です。

残念な事に旭川にはこの様な自助グループがま

だありません。一日も早くグループを立ち上げ、

一人でも多くの人が、家族が依存症という「やま

い」から立ち直れるようになればいいと思いまし

た。

さて、来年の「テーマ」は何にしようか、皆さ

んの声をお聞かせ下さい。

新しい年を迎えて

明けまして お目出度うございます。

各団体の皆様にとりまして、すばらしい新年を

お迎えのことと思います。

旭川身障肢体福祉協会の、１７年度の事業行事

もなにごともなく終わることが出来、うれしく思っ

ています。

昨年を振り返ってみますと、自立支援法、削減、

不況と言った言葉で明け暮れた一年であったよう

な気が致します。

今年も色々なところで削減そして近い内には消

費税の見直し等と言ったお話もありますが暗くな

る様なことはあまり考えず、今年も色々と考え進

めて行かなくてはならない問題も沢山ありますの

◆ 旭川アカシア会
代 表 青木 利子

旭川市４条通２１丁目左７号
ＴＥＬ/ＦＡＸ ３２－７６３１

◆ 旭川身体障害者肢体福祉協会
会 長 稲垣 則子

旭川市宮前通東４１１５番地３０
ＴＥＬ/ＦＡＸ ３４－６０９９
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で、皆様と一緒に良い方向へと進めて行きたいも

のだと思っています。

肢体協会と致しましても、昨年と同様一泊交流

会・ふれあい広場・親睦交流研修会などの行事を

予定致していますが、その他、会員の方々に喜ん

でいただけることに取り組んで行けたらと思って

います。

そして、肢体協会の組織を大切にし、会員の皆

様のご理解ご協力をいただきながら頑張りますの

で、どうか１４団体の会員の皆様達のご支援を宜

しくお願い致します。

最後に皆様のご繁栄を心からお祈りいたします。

１．定期の家族交流会

原則毎月第３水曜日午後１時３０分より、お

ぴったに会場を準備し、家族の方の相談、語

り合い、情報交換等の場を設けています。

２．家族研修会の開催

(１)今年８月２１日第６回旭家連の家族研修

会を開催し、廃案直後になりましたが

「障害者自立支援法案」の概要を中心に

旭川市保健所職員のご説明を受けました。

(２)平成１８年２月には、専門医師のお話を

予定しております。

３．機関紙「旭家連だより」の発行

年１回の発行ですが、１０月１０日発行しま

した。

４．関係家族大会に参加

９月３０日名寄市で開催された第３１回道北

地域精神障害者家族大会に、続いて１０月６

日帯広市での第３９回北海道精神障害者家族

大会に旭川市の福祉バスを利用して参加しま

した。

明けましておめでとうございます

皆様にはお元気で新年をお迎えのこととお慶び

申し上げます。

昨年は、各行事や作業所の親睦・交流会など皆

様のご協力を得ながら実施できたことを心より感

謝を申し上げます。

今年度も小規模作業所の運営には大きな不安が

ありますが、他の障害者団体と協力しながら、障

害者が安心して毎日を過ごせるように頑張ってい

きたいと思います。

皆様のこの一年のご健康をお祈りいたします。

当会は創立して今年で３０年になりました。

昭和５０年の秋、北海道新聞の掲示板を利用し、

仲間へ呼びかけました。その時集まった５人の仲

間が私達の原点です。

当時は、喫茶店の片隅で紙に書いて回し読みす

る。今のように集える施設もない。ＯＨＰもない。

協力者も居ない。難儀の日々を過ごしました。

何もない時代から、現在は、長年の活動が実り

福祉も恵まれてきました。要約筆記の派遣もあり、

◆ 旭川精神障害者家族連合会
会 長 岩田 淳

旭川市神楽２条４丁目1-12 ななかまど共同作業所
ＴＥＬ ６３－２３３１

◆ 旭川市地域共同作業所連絡協議会
会 長 荒川 繁男

旭川市８条通１８丁目右３号
ＴＥＬ ４５－０７００

平成１７年度の主な事業

５月１８日(水)････第８回定期総会

６月２９日(水)････
～７月４日(月)

リバータウン・バザール

７月１２日(火)････夏期親睦交流会

７月３１日(日)････旭川市障害者スポーツフェスタに
参加

７月･･････････････会報の発行
８月１０日(水)･････ おぴったまつりに参加
８月１９日(金)････
～１２月３日(土)

青空市

１０月 ２日(日)････赤い羽根共同募金活動に参加

１０月２７日(木)････代表者・職員研究会

１１月２５日(金)････
～１２月３日(土)

｢障害者週間｣記念事業

(今後の主な行事）

１月 ７日(土)････新年交流会

１月･･････････････会報の発行

２月･･････････････役員会

３月･･････････････監 査

◆ 旭川中途難失聴者協会
会 長 大江 登美子

旭川市錦町１８丁目
ＴＥＬ/ＦＡＸ ５１－８９３７
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社会からの孤立を何とか防げるようになってまいり

ました。

本年の１０月１６日には、長年のご協力を頂いた

方々へ、感謝の心を示したく、多くの関係者、仲間

と共に創立３０周年を祝いました。

聴覚障害の理解は、大変難しく、ゆえに、誤解さ

れがちな私達ですが、少しでも理解者が増え孤立し

た仲間が居ないよう、今後も努力を重ねてゆきたい。

と思っております。

新年を迎えお慶び申し上げます。障連協及び各障

害団体の会員様には、当会としまして何かとお世話

になりまして、大変有難うございます。昨年も国内

外に自然災害、テロと暗いニュースがありました。

私達も日ごろから一生懸命に生きております、せめ

て身近な所の災害に、会わぬように注意や努力をし

て行こうと思います。

当会の１７年度事業計画も、あと３ヶ月を残す時

期となりました。計画に対しまして、今年は利用者

が増えてきたと思われますが、福祉バスの配車割り

当てが初めて６月、７月、１０月の３回が利用出来

なくなりました。日帰り温泉に現地の送迎バスを利

用すると、昼食を兼ねることが条件になるため、一

人当たり３,５００円の費用が掛かり、会員の経費

負担が多くなりましたが、少ない余剰金の中から会

の補助金を出しまして計画通り実致しました。会員

負担が多くなり参加率は低く会員に大変迷惑を掛け

ました。今後も期待通りにいくか不明のためバスの

配車計画を見直してから、計画を変更しなければな

らないという事が生ずると思います。脳卒中は半身

マヒの障害であり、月例会の行事が仲間と行動する

ことが一番のコミニケーションの場であり、また家

から外にでることのきっかけとなりますので、会と

いたしましても、実行することが最も重要に考えて

おります。

１７年度も今までに行ったことのない場所を１～

２ヵ所と心掛け、５月は当会として初の｢お花見会｣、

７月に十勝川温泉｢カミホロ荘｣、１０月は丸瀬布温

泉｢マウレ荘｣と新しい企画をいたしました。また８

月にビールパーティーを開催し、一昨年よりも６０

～７０人参加者が多くなり、盛況のうちに終わりま

した。また今年は｢障連協｣主催の、初の試みとして

｢おぴった祭り｣が実施されましたが、当会の会員の

参加者が少なっかったように思われます。１８年度

は、一人でも多く参加し｢自分たちのお祭り｣として

認識を持ち盛り上げて行こうと思います。

言語の訓練としての｢カラオケ｣・機能回復訓練

｢水泳｣・歩行訓練、計算訓練、考える事を含む｢パー

クゴルフ｣等で活動をしておりますが、｢歌と笑いは

副作用のない薬｣と言われておりますがまさにその

通りです。会員におかれましても、脳卒中の再発防

止または現状維持と以前よりチョッピリ良い方向へ

となるように、日々の努力を怠らず毎日が楽しく元

気に過ごしたいものです。

今では全国的に知られました｢旭山動物園｣ですが、

８月に札幌脳卒中の会であります｢北海道ストロー

ク友の会｣の皆様が来られました。当会といたしま

して一部の会員で出迎えましたが、皆さん感動され

まして、来て良かったと会報に書かれていました。

中にはオラウータンにオシッコを浴びせられた方が

おりまして、一層忘れることの出来ない思い出となっ

た事でしょう。教訓｢猿類を見るときは、凛凛しい

態度で見ること｣ と思います。

これからも障連協中心に協力しながら活動し、各

会の発展をお祈り致します。

◆ 旭川リハビリ友の会
会 長 高津 修

旭川市宮前通東４１１５番地３０
ＴＥＬ/ＦＡＸ ３４－８７２２
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成年後見制度の勉強会を開く

知的障害者や老人認知症の方で判断能力にハンディ

を持つ方に、親である、子供である、というだけで

法的行為の代理はできません。

この代理をできるのは成年後見人です。障害者の

方の財産管理や身上監護も法的に認められた後見人

や補佐人が日常的な行為を除いて重要な事項につい

て、その代理権や解除権が認められています。

育成会では知的障害者を持つ親達が、親亡き後の

障害者のために、成年後見制度の勉強会を２回ほど

開いています。

最近では、悪徳商法の訪問販売や投資勧誘を行う

など、弱者にも狙いをつけてきております。浄水器

や羽毛布団などを高額で買わされた場合には、後見

人は解除権を行使して返金させることができます。

後見人になるには、家庭裁判所に申請して適任者

を決めますし、事件が起きれば裁判所に相談できる

メリットもあります。障害者や高齢者の社会参加が

叫ばれる中で、成年後見人制度が普及されることを

望んでいます。

平成１７年度上半期の活動については、全て計画

通り実施され、その他の団体活動も積極的に多数の

方の御協力・御参加により、盛大に推移したことに

対し、この紙面を借りて厚くお礼申し上げます。

それでは、平成１７年度下半期の活動について御

報告します。

■平成１７年１０月２日

札幌市かでる２.７において北海道視力障害者福

祉連合会主催の全道視力障害者福祉研修大会が催

され、当盲協会より約３０名が参加しました。

■平成１７年１０月９日

旭川盲人福祉センターにおいて、当盲協会文化部

主催の文化講演会が開催され、会員及び家族約４

０名が参加しました。

■平成１７年１０月１３・１４日両日

旭川パレスホテルにおいて、東北、北海道身障者

相談員研修会が行われ、当盲協会相談員７名が参

加、当日各地方より総数１８０名が参加しました。

■平成１７年１０月２２・２３日両日

美唄市において、北海道身体障害者福祉協会主催

の全道身体障害者福祉大会が開催され、旭川身障

協会より４１名、内当盲協会会員８名が参加しま

した。

■平成１７年１０月２７日

旭川駅にて、北海道運輸局旭川支局主催による、

交通バリアフリー教室が行われ視覚障害者関係と

して講師及びアドバイザーの２名を派遣、体験実

習が行われた。

■平成１７年１０月２９・３０日両日

千歳市において、全道視力障害者球技大会が開催

され当盲協会より２５名が出場・参加しました。

競技種目はサウンドテーブルテニス（盲人卓球）、

フロアーバレーボール（盲人バレーボール）、ボ

ウリングの三種目にエントリーし素晴らしい成績

を修めてきました。

■平成１７年１１月１３日

おぴったにおいて、旭川身障者肢体福祉協会主催

の「ふれあい広場」に当盲協会より応援及び参加

で多数の方が参加しました。

■平成１７年１１月２０日

おぴったにおいて、障連協主催による、旭川市障

害者球技大会に１７・８名が参加しました。

■平成１７年１２月２・３日

障害者福祉週間に伴い、障連協主催の障害者週間

記念事業に多数の会員の参加を予定しております。

■平成１７年１２月１０・１１日

増毛ホテルにおいて一泊の研修会及び忘年会を当

盲協会厚生部企画により実施が予定されておりま

す。

■平成１８年１月１５日

エスタターミナルホテルにおいて、新年交礼会を

予定しております。

■平成１８年１月２９日

エスタターミナルホテルにおいて、旭川身体障害

者福祉協会新年交礼会に参加予定しております。

■平成１８年２月中旬

倶知安町において、全道障害者冬季スポーツ大会

に多数の会員の参加を予定しております。

以上、実施済みの行事と予定をお知らせします。

◆ 旭川盲人福祉協会
会 長 村瀬 稔幸

旭川市宮前通東４１５５番地3０
ＴＥＬ･FAX３４-６０９９

◆ 社団法人 旭川手をつなぐ育成会
会 長 峰木 光春

旭川市宮前通東４１５５番地３０
ＴＥＬ ３７－９０１０



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００６年１月１０日( １２ )

平成１６年末に、出来たばかりの木造一部２階

の共同作業所である。暖房・冷房更に、体調の悪

い会員の休憩室まで、あらゆる面で近代的な設備

は目をみはるばかりであります。『花咲ポプラ共

同作業所』は、これからの共同作業所のモデルに

なるであろう。

☆作業所の名称由来など

「ポプラ」の木のように、真っ直ぐに伸びるよう

に、と願って。

☆動機と創立年月日

１９８５年９月２７日、就職の決まっていない、

或いは、施設などに通っていない在宅の知的障害

者のために、就労の訓練や生活指導を行う場とし

て開設。

☆主な仕事の内容など

授産作業 チラシ折､箱折り､枠折り､シール貼り

資源回収 古新聞紙、雑誌、アルミ缶

どの仕事も、たくさんの収入にはなりませんが、

仕事をさせてくれる会社や資源回収に協力してく

れる皆さん方に感謝しながら、みんなで助け合い

ながら、一生懸命に取り組んでいます。

継続した仕事を得ることができるように、機会が

あればお願いをしています。

☆その他の特色など

朝から笑い声の聞こえる「明るく家庭的な作業所」

☆その他

昨年の９月で開設２０周年を迎えました。

平成１６年末に、プレハブの建物から現在の木造

一部２階建ての広くて明るい作業所になり、利用

者の皆さんも毎日笑顔で作業に精を出しています。

男性１１人、女性１人で、元気な人が多いので

とても賑やかです。

今年の７月には、旭川手をつなぐ育成会が当番

となって、北海道手をつなぐ育成会の全道大会が

旭川市で開催されますので、私達の作業所からも

積極的に参加したいと考えています。

小規模作業所の行く末が心配ですが、これから

も、地域の皆さん方に支えていただきながら、楽

しく働き、仲良く生活していけるように頑張って

います。

１９９５年（平成７年）１１月３日に産声あげ

た障害者地域共同作業所「とんとん」。

今年でちょうど満１０周年を迎える事ができま

した。障害を持つ８人の仲間で準備会を作りまし

た。

「近所の子供たちが気軽に来られるようなだ菓子

屋をやろう」

「子供たちに優良アニメも見せてあげたいね」

「これから、パソコンの時代が来るからワープロ

ではなくてパソコンでのサービスをはじめよう」

「いつでも、誰でも寛いでもらえる洒落た喫茶店
くつろ

にしましょう」

等々、実現可能かどうかは別にして、財政不安

もありましたが、それ以上に強い「思い」があり

ました。

親切な大家さん夫婦、だ菓子の陳列台を作って

くれた友人、立派なカウンターを作ってくれた家

具職人、素敵な壁紙を貼ってくれた表装店の社長

さん、とんとんのシンボルマークを作製してくれ

た友人、そのシンボルマークの看板を作ってくれ

た友人、知人からカンパを集めてくれた八百屋の

障害者地域共同作業所

｢花咲ポプラ共同作業所｣

“働く事の喜びを感じて”－ 旭川市内には現在２８ヶ所

の地域共同作業所が運営されており、障害のある方々の権

利と発達、地域生活を支援していますが、今号は４ヶ所の

作業所での活き活きとした姿を取材しました。

｢花咲ポプラ共同作業所｣
〒070-0901 旭川市花咲町1丁目
ＴＥＬ＆ＦＡＸ (0166)５３-８４３３

障害者地域共同作業所

｢とんとん作業所｣

作業所巡り



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００６年１月１０日 ( １３ )

店主、ほかにもあげればキリのないほど多くの方

達の応援を得て開設にこぎ着けました。

１０年経っても、当初の「思い」が実現できて

いない事もまだまだあります。これからもまだま

だ時間がかかるかも知れませんが、「思い」を実

現させていきたいです。

２００５年１０月２６日 東鷹栖のアルム共同

作業所におじゃましました。

この日は水曜日で、エアロビクスの日でした。

荻野先生の指導のもと、バランスボールを使った

エクササイズで、ボールにのっかって、手をあげ、

足をあげ、つるりんとすべりおちながらも、スタッ

フとともにボールと格闘していました。

◆代表の桝澤さんにお話を聞きました。◆
ま す ざ わ

平成７年４月に利用者５人でスタートしました。

今は「アルム作業所」１５人、「山のアルム」

（畑仕事中心）１５人の定員でやっています。

障害を持った人が、身近にいたこともあって、福

祉セミナーなどによく参加していました。作業所

のことや、障害のある人たちの生活について、関

心があったんだろうなあ。で、何年か後になった

けど作業所を開いたんですよね。と、きっかけを

話してくださいました。

うちは、他の作業所さんとは、ちょっと違うん

ですよねぇ。とおっしゃっていました。？？？？？

何のことかときくと、きっちり仕事をして、高い

工賃を保証することをめざすというよりは、とに

かく明日もまた来たいと思えるように今日を目いっ

ぱい楽しく過ごせる場所にしたいんだ。と・・・

なるほど、定期発行している きままなアルムの

風だよりの１０月号をみせてもらうと、動物園見

学、科学館見学、ミニ運動会に親子バス旅行と行

事がいっぱいでした。でも、仕事もちゃんとして

ますよ。

今日はたくさんのお話ありがとうございました。

１１月４日、旭川コスモス共同作業所におじゃ

ましました。しらかば作業所から分かれて、旭川

で２番目にできた精神障害者のための作業所です。

この日は年末に向けて贈答品の熨斗貼りや、タ
の し

オルの袋づめなどの作業の真っ最中でした。また

下請けなどの作業の合間をみて、オリジナルの製

品も作っています。このときは製品は出荷した後

で残っていなかったので、試作品をみせてもらい

ました。毛糸でつくったポンポンのマスコット人

形で、かわいい製品でした。

現在、在籍は２６名ですが、病気とつきあいな

がらの生活ですので常時通ってこれるのは１５～

１６名です。家に閉じこもっているよりは作業所

にきて、仲間と会うことで、良い刺激を得て、助

け合い、自信をつけて、社会復帰、社会参加を目

指していってほしいと思います。と、スタッフの

お話でした。

｢とんとん作業所｣
旭川市３条通１８丁目 左１０号
ＴＥＬ (0166)３９-２４５０

障害者地域共同作業所

｢旭川アルム作業所｣

旭川アルム作業所
旭川市東鷹栖３条２丁目636-241
ＴＥＬ(0166)５７-０００１

障害者地域共同作業所

｢旭川コスモス共同作業所｣

☆貴方は『とんとん』の仲間にどんな事に

気配りしてますか。

・無理なく仕事に元気に通えるよう時間

帯など、柔軟に対応しています。

＝ 代表の福嶋剛さんに伺いました ＝

☆旭川市は共同作業所の組織を改善する考

えだが、貴方はどう思いますか。

・現状通りに運営できることを望みます。

｢コスモス共同作業所｣
〒070-0021 旭川市東１条３丁目２番４号
ＴＥＬ＆ＦＡＸ (0166)２４-６３４８



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００６年１月１０日( １４ )

事業部では、本年度初の試みとして、昨年８月、

「おぴったまつり」を開催いたしました。障害者

福祉センター「おぴった」がオープンして３年目

が過ぎ、「おぴった」や「おぴった」を利用する

様々な障害者について、地域の方々にも徐々に理

解されて来ましたが、更に深くご理解いただき、

「おぴった」に集まる障害者と近隣市民とが共に、

”誰もが住みやすい街づくり”を進めるためのきっ

かけづくりの場となることを願って実施しました。

第１回目の今年度は、計画から実施までの期間

が短く、十分な準備を行うことが出来ず、皆様に

は大変ご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げ

ます。しかし、「おぴった」周辺の町内会や開発

局等、国の機関はじめ、市民の皆様のご協力のお

かげで開催することができました。更に、まつり

当日は幸い好天にも恵まれ、２,０００名を越え

る参加者を得て、盛況のうちに無事終了すること

ができました。障連協役員はもとより、多くのボ

ランティアの皆様の壮大なご協力にあらためてお

礼を申し上げます。

尚、この事業は今後も継続し、障害者と市民と

の交流を通し、街づくりの一助となることを願っ

て実施して行きたいと思いますので、ご協力の程

よろしくお願い申し上げます。

事 業 部
担当常任理事

佐 藤 忠 公



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００６年１月１０日 ( １５ )

９月２５日(日)におぴった調理室で文化部主催

による第１回料理教室がひらかれました。

参加者は、鈴木勲部長も含め各団体から１５名。

講師は、道北勤医協一条通病院管理栄養士の柴

山祐子さんでした。

メニューは秋の季節らしく、さつまイモやきの

このたくさんはいった炊き込みご飯、鮭のきのこ

あんかけ、えのきだけの明太子あえ等盛りだくさ

んの内容でした。

車椅子の仲間達も低い調理台があるために、洗

いものや調理が容易にできました。料理が初めて

という男性もいましたがなかなか楽しそうでした。

時間通り、出来上がって、やさしい笑顔の柴山

さんの指導もあってみんなで「いただきまぁーす」。

どれもおいしかったです。そして満腹！！

次回のヘルシークッキング教室にもたくさん参

加してください。お待ちしています。（文化部）

文化部主催「ヘルシークッキング」
健康と美味しさを追求して

文 化 部
担当常任理事

鈴 木 勲

ヘルシークッキング お料理レシピ

材料（４人分）
・鮭切り身 ４枚・・・・４切れ
・しめじ １パック・・・１パック
・生しいたけ・・・・・・・・・小８枚
・えのきだけ・・・・・・・・・１袋・・・１袋
・調味料

だし・・・・・・・・・カップ４分の３
酒・・・・・・・・・・・・大さじ１
みりん・・・・・・小さじ２分の１
塩・・・・・・・・・・・・小さじ２分の１
醤油・・・・・・・・・小さじ２分の１

・ぎんなんの缶・・・・・１２粒
・水溶き片栗粉

片栗粉・・・・・・大さじ１
水・・・・・・・・・・・・大さじ１

・塩・・・・・・・・・・・・・・・少々（鮭用）
・小麦粉・・・・・・・・・大さじ２
・サラダ油・・・・・・大さじ２

－ 鮭きのこあんかけ－

材料（４人分）
・えのきだけ・・・・・・３袋（３００ｇ）
・からし明太子・・・・２分の１腹（６０ｇ）
・調味料

酢・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２
酒・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
醤油・・・・・・・・・・・・小さじ２分の１

－ えのきだけの明太子あえ－

材料（４人分）
・米・・・・・・・・・・・・・・・・・・カップ２と２分の１
・さつまいも・・・・・・２００ｇ
・生しいたけ・・・・・・・５枚
・えのきだけ・・・・・・１袋
・しめじ・・・・・・・・・・・・・１袋
・だし汁

だし・・・・・・・・・・・・カップ３
塩・・・・・・・・・・・・・・・小さじ２分の１
醤油・・・・・・・・・・・・小さじ２分の１
酒・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
みりん・・・・・・・・･大さじ１

－ 秋の炊き込みご飯－

材料（４人分）
・タピオカ(小)・・・・・・・・・大さじ３
・にんじん・・・・・・・・・・・・・・・３分の１
・たまねぎ・・・・・・・・・・・・・・２分の１
・キャベツ・・・・・・・・・・・・・・・３枚
・固形スープの素・・・・・２個
・塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
・コショウ・・・・・・・・・・・・・・・少々

－タピオカ入り野菜コンソメスープ－
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スクラップ
２００５年１１月７日 福祉新聞



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００６年１月１０日 ( １７ )

ブックを読む スクラップ

ブ ッ ク

を読む！

２００５年１１月７日 福祉新聞

２００５年１１月１４日 福祉新聞
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スクラップ
２００５年１２月１日 北海道新聞
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ブックを読む スクラップ

ブ ッ ク

を読む！

２００５年１２月４日 北海道新聞

２００５年８月１日 北海道新聞
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スクラップ

２００５年８月１１日 北海道新聞

２００５年１１月２５日

北海道新聞
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ブックを読む スクラップ

ブ ッ ク

を読む！

２００５年

１１月２１日

北海道新聞
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２００５年１１月２１日 北海道新聞

スクラップブックを読む スクラップ

ブック

を読む！
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実施日 事業名及び活動内容

６ 28 旭川地方気象台総務課職員来訪

７

１ 「おぴったまつり」会場係打合せ

２
「おぴったまつり」
アトラクション担当打合せ

５
国土交通省北海道運輸局
旭川運輸支局職員来訪

５
「おぴったまつり」
アトラクション担当打合せ

６
「おぴったまつり」
食品販売係担当打合せ

９ 管理と事務局打合せ

12 七宝焼き矢板先生と打合せ

14
応益負担に反対する緊急集会

(体育館:650名参加)

14 理事会

20
「おぴったまつり」
食品販売係担当打合せ

20 旭川市科学館 内覧会出席

20 「おぴったまつり」啓明小打合せ

21
「おぴったまつり」
アトラクション担当打合せ

23 旭川市科学館 オープニング出席

23 スポーツフェスタ全体会議

26 旭川福祉園と打合せ

27 「おぴったまつり」実行委員会

30 スポーツフェスタ出演者の練習

31
スポーツフェスタ

(大雪アリーナ:439名参加)

８

２ 介護高齢課いきがい係阿部氏来訪

２
マダム・ケロコさん来訪
(ＦＭりべーる パーソナリティー)

10 「おぴったまつり」

12 介護高齢課いきがい係阿部氏来訪

23 旭川市水泳教室

24 旭川市水泳教室

実施日 事業名及び活動内容

８

25 旭川市水泳教室

26 旭川市水泳教室

27 三役会議

９

６ 岩見沢赤十字奉仕団来訪

13 理事会

22 広報部委員会

22
「おぴったまつり」反省会

(パレスホテル:40名参加)

24 中間監査

25 文化部 料理教室(調理室:13名参加)

27 三役会議

10

１
札幌市白石区東白石民生児童委員協
議会より代表者来訪

２ ボッチャ教室 (体育館:20名参加)

８ 第25回道肢連大会研修会参加

14 三役会議

14 第１回障害者週間記念事業実行委員会

16 旭川中途難失聴者協会30周年記念会

18 入札指名業者選考委員会

25 理事会

11

５
北海道作業療法学会
旭川地域共同作業所作品展示・販売

６
北海道作業療法学会
旭川地域共同作業所作品展示・販売

９ 障害者週間記念事業企画検討委員会

10 旭川市障害者球技大会打合せ

17 理事会

17 旭川市障害者球技大会実行委員会

20
旭川市障害者球技大会

（体育館:174名参加)

22 障害者週間記念事業実行委員会

29 共同事務室机配置変更

30 広報委員会

障連協活動日誌 ２００５年７月～１１月



ＮＰＯ法人 障連協にゅーす ２００６年１月１０日( ２４ )

ＮＰＯ法人 障連協にゅーす 第６号

■発行日／２００６年１月１０日
■編 集／ＮＰＯ法人 旭川障害者連絡協議会
■発行者／理事長 峰木 光春

■住 所／旭川市宮前通東4155番地30
障害者福祉センター ｢おぴった」 ３Ｆ

■電 話／０１６６－３１－２２２６

■印刷： 障害者地域共同作業所｢かがやき工房｣ 〒070-0035 旭川市５条通５丁目１６９０-１ TEL・ＦＡＸ 29-1294

広報部が『障連協にゅーす』を

発行して早くも、第６号を数える

ことになりました。

今年度の障連協各部会の活動は、

めざましく充実してきました。総務・事業・文

化・スポーツ・広報の各部門が自発的な事業を

行いました。殊に第１回の『おぴった』祭りの

開催に際しては、福祉センター周辺の皆様にご

協力を戴いたことは、今後の障害者福祉センター

『おぴった』の運営管理に大変な自信と勇気を

つけてくれました。

☆反面、国会は、年度始めの『応益負担』に始

まって、障害者自立支援法が設立され、また平

成１８年４月から施行される、障害者福祉サー

ビスと医療費の１割負担が導入されることにな

りました。旭川市主催の『障害者週間』記念事

業でそれらに関するシンポジウムが行われまし

た。所得の少ない、障害を持った社会的に弱い

立場の仲間の集会に参加して、『怒りの声』を

支援しましょう。 （広報部 篠田）

編集
後記

・電話 ＦＡＸ ０１６６-３１-２２２６

■ 事務所（「おぴった」３階）
〒０７８-８３２９ 旭川市宮前通東４１５５番地３０事務局だより

各団体の皆様におかれましては、日頃の忙

しい中お手伝いを頂き誠に有り難うございま

す。おかげ様で、６月と８月の水泳教室、７

月のスポーツフェスタ、初めて取り組みまし

た８月の「おぴったまつり」、今、振り返っ

てみますと、あの暑い日、具合の悪くなる方

も無く無事終了、本当に良かった。「ホッ」

とする間もなく、９月の料理教室、１０月の

ボッチャ教室、１１月の球技大会、１２月の

障害者週間記念事業とめぐるましい事業にご

協力いただきました。

今後の事業としては、１月はフライングディ

スク教室、２月はグランドゴルフ教室とあり、

また新たな事業として、「おぴった」の運営

に関わる利用向上委員会と、利用者懇談会を

立ち上げます。そして遅れましたが、昨年１

２月６日に共同事務室の机配置変更も無事終

えることが出来ました。これもひとえに各団

体のご御協力と感謝致しております。

会議用の広いスペースも確保出来ましたの

で、各団体の活動の場所として活用して頂け

ればと思います。

ご利用についてはますます混雑が予想され

ますので、相談室１・相談室２・共同事務室

(会議室)の利用予定日については、お手数で

すが事前に障連協事務局へお申し込みを頂き

たいと思います。

今後も各団体の活躍を祈念すると同時に当

法人事務局への御協力の程よろしくお願い致

します。

= == 今後の行事予定 == =

○障害者スポーツ教室

１．フライングディスク教室
日時：平成１８年１月２２日（日）

１３：３０～１６：３０予定
場所：おぴった体育館

人数：３０名程度

２．グランドゴルフ教室

日時：平成１８年２月１９日（日）
１３：３０～１６：３０予定

場所：おぴった体育館

人数：３０名程度


